だいじの 子供ら を 赤い 先生の ために だいなしにされた 

と 思う かもしれ ない。 そうすると、 この場合 のさる は 

先生で かに は 親た ちで ある。 また、 親が 多年の 辛苦で 

たくわえた 貯金 を 赤い むすこ や 娘が 運動 資金に 持ち出 

したと すれば、 その 場合の さる は 子供で かに はお やじ 

しそう おやじ 

である。 さらに その子 供 を 使嗾して 親爺の 金 を 持ち出 

させた 親ざる はや はり 一 種の 搾取 者で ある。 

桃 太郎が 鬼が 島 を 征服す るの がいけ なければ、 東海 

せんきょう ほうらい つち かま 

の 仙境 蓬 萊の島 を、 鎚と 鎌との 旗 じる しで 征服して 

しまおう とする 赤い 桃太郎 もや はりいけ ないで あろう- 

こんなく だらぬ こと を 赤白両 派に 分かれて 両方で 言 



い 合って いれば、 秋の 夜長に も 話の種 は 尽きそう もな 

ヽ o 

レ 

はし 

手ぬぐい 一 筋で も 箸 一 本で も 物 は 使いよう 次第で 人 

を 殺す こと もで きれば 人 を 助ける こと もで きる の は 言 

うまで もな いこと である。 

おとぎ 話と いう もの は、 だいたい において 人間 世界 

の 事実と その 方 則と を 特殊な 譬喩の 形式に よって 表現 

した ものである。 さる やかに が 出て 来たり また 栗の い 

つきうす 

がゃ搗 臼の ような ものまで も 出て 来る が、 それら は 実 

は みんな やはり そういう 仮面 を かぶった 人間の 役者の 

仮装であって、 そうして それらの 仮装 人物 相互の 間に 



る。 

さるの ような 人 も ありかに のよう な 人 も あると いう 

の も 事実であって、 それ はこの 世界に さるが ありかに 

が ある 事実と 同じような 事実で ある。 さるな どと いう 

ものの あるの はい つたい 不都合 だと 言つ て 憤慨して み 

たと ころで 世界 じゅうの さる を 絶滅す る こと はむ つか 

しい。 かにの 弱さい くじな さ をのの しって みたところ 

でかに を さるよりも 強く する こと は 人力の 及ぶ 限りで 

ない。 蜂 やい が 栗 や 臼が かにの 味方に なって 登場す る 

の もや はり 自然の 方 則に 従って 出て 来る ので、 法律で 

蜂と 栗と 臼の 登場 を 禁じる と、 今 S はさ そり やばら や 



みから すみまで 行き渡って われわれの 知恵の 重要な 成 

分 をな している ので ある。 もしも これらの おとぎ 話 を 

尻の 曲がつ た > J うなの 殻に でも 詰め込んで 丸の みに さ 

+5 ハ せつ 

せられて いたので あったら、 とうの 昔に 体外に 排泄 さ 

れて どこかよ その 畑の 肥料に でもな つていた ことで あ 

ろうと 思う。 

(昭和 八 年 十 一 月、 文芸 春秋) 
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